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潜
名
湖
畔
伊
佐
風
樹
の
洪
積
世
介
党
石
に
就
て

太

･炊

御
門

緩

輝

洛
石
湖
畔
の
洪
積
層
は
常
数
の
凝
鬼
以
釆
有
名
に
な

〓
)

み
､
多
数
の
草
淡
水
棲
介
の
産
出
す
る
事
が
脇
水
博
士

(二)(≡)(川)

及
び

樋

山

教

授

に
依
っ
て
報
菅
n
れ
た
｡
聾
者
は
昨
年

三
月
伊
佐
児
柑
伊
佐
地

(奮
象
が
磯
見
ru
れ
た
佐
潜
の

東
方
約
千
米
)
か
ら
古
人
見
迄
湖
岸
に
沿
っ
て
介
化
石

の
採
集
を
行
っ
た
｡

此
の
附
近
の
洪
鵜
層
の
堆
積
状
態
は
佐
渚
の
と
大
差

夜
-
､
下
部
は
牛
淡
水
成
で
上
部
は
河
成
で
あ
る
｡
牛

淡
水
成
部
は
大
部
分
脊
物
色
の
泥
暦
か
ら
威
力
､
地
衷

約
五
米
の
虞
に
厚
n
四
糎
の
火
山
衣
暦
が
あ
っ
て
草
淡

水
成
部
は
二
分
n
れ
る
｡
附
固
4
附
近
で
は
下
か
ら
順

を
追
っ
て
言
ふ
と
､

一
p
紳
磯
暦
(
一
米
)､
二
'
膏
鋤

色
泥
暦
(
玄
米
)'
三
､
白
色
火
山
炭
層
(
四
輝
)'
四
㌧

常
軌
色
深
層
(
七
光
)､
五
､
褐
色
砂
暦
(
三
光
)､
六
､

▲



潰gltI.卿肘升佐兄柑附近 榊上の数年は化石産地を示す.

褐
色
磯
野
(
八
米
)が
あ
る
｡
第
四
の
泥
暦
中
に
は
屡
々

レ
ン
ズ
状
に
帥
磯
が
挟
衣
し
曹
木
を
含

む
事
が
あ
る
､

姉
玉
の
褐
色
秒
暦
も
屡
々
レ
ン
ズ
状
の
磯
暦
を
挟

ん
で

居
る
｡

以
上
の
内

節
正
か
ら

上
が

河
庇
で
あ
る
｡
附

図
7
'
9
附
近
で
は
第
四
の
泥
暦
は
褐
色
を
毒
し
て
居

る

○化
石
は
火
山
寂
静
の
下
の
裾
暦
は
多
-
'
火
山
涙
管

上
の
も
の
に
は
化
石
の
種
叛
は
少
-
､
A
rca
gr
anosa

Li
n
n
6,

0Str
ea
denSe1
a

m
et1osa
Li
schke
等

を

産
出
す
る
に
過
ぎ
覆

い
が

､
前
者
の
桐
憤
激
は
か
夜
か

多

い
｡
佐
潟
附
鑑
で
は
年
波
水
成
部
は
磯
厨
に
依
っ
て

二
分
さ
れ
磯
暦
よ
少
上
の
部
分
に
は

JA
.r
c
a

granosa

L
in
n
6
が
多

い
｡

次
に
採
集
し
た
介
化
石
を
列
記
す
る
｡
(

化
石
産
地
の

番
敏
は
附
間
に
記
し
で
あ
る
｡)

田
名
湖
畔
伊
佐
丸
和
の
桝
科
せ
介
化
石
に
就
て

岩
七

二
五



Rrare.CeommoTl.Aabundant.

1.Al･CagranOSaLinnる
2,AreainflataReeve
3.ArcasubcrenataLischke

A_.Brachidontessenhausii(Reeve)
5.08treadenselamellosaLischke

6.Ostrea(Crassostrea)gigasThlmberg
7.Lucina(Pillucina)pisidiumDunker
8.Cardium(Cerastoderma)tokunagaiYokoyama
9.Cal･dium(Fulvia)undatopictumstigmaticum Pilsbry
10.Dosinia(Dosinella)angulosaPhilippi
ll.Paphia(Parat,apes)undulata(Born)
12.Theora(Eudopleura)lubricaCould
18.RaetayokohamensisPilsbry
14.CryptomyabusoensisYokoyama
16.Dentalium(Antalis)octangulatumDonovan
16.Patelloidasp.
17.Cingulapaludinoides(Yokoyama)
18.Batillariamultiformis(Lischke)
19.Batillariazonalis(Bruguiる1･e)
20.0btortioreticulata(A.Adams)?
21.0btortiotokunagai(Yokoyama)
22.Obtortiosp.
23.Odostomia(Odostomia)desimanaDalュ皮Bart,SCh
24.Odostomia(Odostomia)hilgendorfiClessin
25.TuTbonilla(Chemnitzia)sp.No.1.
26.Turbonilla(Chemnitzia)sp･No.21
27.Turbonilla(Chemnit2iia)sp.No.3.
28･Pyramidella(Tiberia)pulchella(AIAdams)
29.Pyramidella(ActaeopyramiS)sp･
30.Muriciformisthomasiana(Crosse)
31.Nassarius(Hima)festivuS(PowiS)
32.Nassarius(Niotha)livescens(Philippi)
33,Brachytomajefrreysi(Smith)
34.Cytharellasp.
35.RingiculaarctataCould
36.Acteoeina.sp.No.1.
37.Aeteoeinasp･No.2.
38.Cylichnayamaka☆aiYokoyama
89.Cylichnasp.
40･Philine]apon三caLischke
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化
石
産
地
4
で
は
火
山
次
轡
の
下
の
･部
分
は
毘
崩
の

馬
は
新
川
し
て
居
な

い
｡
大
人
兄
､
帝
人
見
の
中
間
(
化

石
産
地
8
)
及
び
古
人
兄
(
化
石
産
地
9
)
に
は
化
石
少

-
､
大
人
児
､
古
人
見
の
中
間
の
塵
で
は
介
穀
の
破
片

を
見
た
の
は
過
ぎ
な

い
.
有
人
見
で
は
P
ap
h
ia
(P
a
r
a
l

t

ap
e
s
)
u
n
d
u
lat
a
(R
e
e
v
e
),
T
h
e
or
a
(E
u
d
o
p
teu
ra
)

1

u
b
ric
a
G
o
u
td
.

R
a
e
t
a
y

ok
oh
am
en
sis
P
itsb
Ty
,

D
en
t
al
iu
m

(A
n
ta
lis
)
O
ctan
g
u
la七･u
m
D
on
ov
a
n
.が

多
数

は
産
す
る
｡

以
上
の
化
石
産
地
の
r申
比
較
的
多
数
の
種
類
を
有
す

る
伊
佐
地
の
フ
ォ
ー
ナ
も
佐
潜
の
も
の
よ
わ
は
種
類
も

桐
階
数
も
少
を

い
｡

一
機
訳
伊
佐
地
か
ら
甫
酉

へ
行
-

ほ
ど

T
h
e
ora
(E
u
d
o
p
te
u
Ta
)
1u
b
ri
ca
G
oul
d
,
R
a
eta

y
ok
oh
am
en
sis
P
ilsb
ry
,
D
Sn
ta
liu
m

(A
n
ta
iis)

octangul
atum

D
o
n
o
v
a
n
.

以
外
の
種
瓶
が
乏
し
-

在る
事は
堆
積
常
時
の
状

態
を
考

へ
る
場
合
は
参
考
と

在
る
で
あ
ら
う
0
又
火
山
炭
層
を
邪
と
し
て
上
部
に
は

化
石
が
少
い
の
は
或
は
火
山
作
用
に
ょ
る
の
で
は
な

い

か
と
恩
は
れ
る
｡

満
載
湖
畔
伊
代
且
相
の
眺
餌
世
介
化
石
に
就
て

櫨
城
種
は
小
数
の
微
小
な
介
で
､
フ
ォ
ー
ナ
は
大
部

分
日
本
要
素
か
ら
成
-
親
潮
式
の
7P
の
は
在
-
.
黒
潮

要
素
と
し
て
は
1
､
16
､
18
'
32
が
あ
る
O

渥
美
牛
島
､
志
摩
等
各
地
の
洪
積
瀞
と
の
比
較
は
嘗

(蕊
)

て
聾
者
が

｢
渥
美
牛
島
の
洪
積
層
｣
の
中
は
述
べ
た
の

で
此
鷹
で
は
省
略
す
る
｡

潤
筆
に
骨
-,l

種
々
榊
数
示
下
ru
つ
ね
中
村
､
横

山
.

塑
宙

の
請
先
産
に
謝
意
を
衷
す
る
｡
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